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久留倍官衙遺跡は、垂坂丘陵の東
きゅうりょう

端に位置しています。北勢バイパス
の建設工事に伴い、平成11年度から
発掘調査を行いました。調査の結果、

計画的に配置された役所の建物跡が
80棟近く確認されたほか、土師器・

は じ き

須恵器・灰釉陶器・緑釉陶器・円面
す え き かい ゆう とう き りょく ゆう とう き えん めん

硯といった土器も出土しました。
けん

丘陵頂上付近の平坦部では正殿・
へい たん ぶ せい でん

脇殿・八脚門からなる政庁の建物群
わき でん はっ きゃく もん

が、丘陵東側斜面では溝で囲まれた
区画内に整然と倉庫が建ち並ぶ正倉
院が発見されました。見つかった建
物は、７世紀末から９世紀末にかけ
て造営されたものとみられ、大きく
３時期の変遷が考えられます。
これらの発見により、古代伊勢国

朝明郡衙（群の役所）の可能性が高
あさ け ぐん が

いとして全国的に注目されました。
また、672年の壬申の乱の際には大

じん しん おお

海人皇子が、740年には聖武天皇も
あ ま の み こ

朝明郡に立ち寄っており、本遺跡と
の関連も注目されています。
博物館では、11月11日から12月
９日まで「伊勢湾をのぞむ古代の役
所 久留倍官衙遺跡展」（入場無料）
を開催します。ぜひご来場ください。

市内の文化財などをたどりながら、郷土の歴史を紹介するコーナーです。
今回紹介するのは、大矢知町にある古代の役所（官衙）の遺跡で、国指

かん が

定史跡となっている「久留倍官衙遺跡」です。
く る べ かん が い せき

葛葛伊倉一丁目にお住まいの水野信治さんからの投稿
のぶ じ

国指定天然記念物である御池沼沢植物群落の東部指定地
お いけ しょう たく

（西坂部町）で観察されたカラスウリの花です。花は夜に咲い
て早朝にしぼむので撮影は深夜３時ごろに行ったそうです。

整然と立ち並ぶ正倉院の柱穴の跡

社会教育課
（緯354－8240 胃354－8308）

問い合わせ先

10月下旬号13ページに掲載の「文化の諏訪駅 文学
講座 北原白秋の生涯」記事内の事務局電話番号
＜誤＞345−5700 ＜正＞354−5700

市民の皆さんから市内のすてきな風景や、その風景を
バックにしたちょっとお茶目なお子さんの写真を寄せ
ていただくコーナーです。今回はどんな写真かな？

あなたの大好きな四日市の写真を募集！
ご応募は、住所、名前、電話番号、コメントとともに、メールか郵送、
直接、〒510−8601 広報広聴課（市役所８階緯354−8244 胃
354−3974 糸̇ｋｏｕｈｏｕｋｏｕｃｈｏｕ＠ｃｉｔｙ.ｙｏｋｋａｉｃｈｉ.ｍｉｅ.ｊｐ）へ。

四日市市民便利帳とＮＴＴタウンページとの
合冊版を発行しました

広報広聴課（緯354-8244 胃354-3974）

市はＮＴＴタウンページ㈱との共同で、行政手続きなど
の市政情報を掲載する「市民便利帳」と「タウンページ＆
ハローページ」の合冊版を発行しました。10月に同社が
市内全域のご家庭・事業所へ配布いたしました。ご不要
となった古い電話帳につきましてはお手数をおかけしま
すが、市役所１階に設置の回収ボックスにお出しいただ
くか、タウンページセンター（緯0120−506−309 平
日９：00〜17：00 土・日曜日、祝日は休み）へご連絡
いただければ無料で回収にうかがいます。また資源ごみと
して出される場合は、ルールに従ってお出しください。
＜掲載記事の訂正 保険年金課の電話番号＞
Ｐ32 ＜誤＞229−3160 ＜正＞354−8158
Ｐ46 ＜誤＞221−6883 ＜正＞354−8158

ミニ情報の掲載記事の訂正
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三重地区ホームページ「ふるさと三重」の「地域
の情報」（ｈｔｔｐ://ｗｗｗ4.ｃｔｙ-ｎｅｔ.ｎｅ.ｊｐ/~ｍｉｅ
/03ｃｈｉｉｋｉｎｏｊｙｏｕｈｏｕ.ｈｔｍｌ）も、ご覧ください

三重地区は、豊かな自然と文化に恵まれ天然記念物をはじめ史跡や名所が数
多く点在しています。当地区では、これらを後世に伝え、残していけるよう、
さまざまな活動を行っていて、今回はそれらを４つの自慢として紹介します。

市内各地区の自慢や話題を紹介していただきます。

おさかべのおさかべの道道 〜４つの自慢〜

三重地区市民センター内
団体事務局

（緯331－3276 胃330－2000）

問い合わせ先

2.ヤマトタケル伝説の地
三重地区のもとは、西坂部、東坂部、
山之一色、小杉および生桑の５ケ村が
1889（明治22）年に合併した「三重
村」です。「三重村」という名称は、古
事記に記された日本武尊が「

やまとたけるのみこと

吾が足
わ

三
み

重に
え

勾りて
まが

甚だしく疲れたり」と言わ
はなは

れた場所が、今の西坂部町御館にある
み たち

足洗池だという説が由来とされていま
あし あらい いけ

す。かつての三重県三重
郡三重村の名称に「三重
村こそが三重の発祥地
である」という素朴な誇
りを持っています。

住民が史跡や名所を巡り、憩える
散歩道をつくるために平成12年に
「三重ふるさと散歩道整備委員会」を
設立しました。
平成13〜17年で海蔵川左岸堤防
道路（1,200ｍ）の舗装や西坂部、東

坂部、生桑町内の史跡などの案内板
の設置が市・県の協力のもとに行わ
れました。
平成17年にはガイドブック「ぶら

り！ふるさと三重の史跡散策」も発
刊され、毎年11月（今年は11日）に
は「ふるさとウォーク」が開催され
ます。

1.四季を楽しめるふるさと散歩道（おさかべ※の道）

3.民話の宝庫
三重地区には数多くの民話が残されていま

す。慈恩寺には本尊の十一面
じ おん じ

観世音菩薩が安置
かん ぜ おん ぼ さつ

され「片手の欠けた観
音さま」の民話が伝わ
っています。民話をも
とに紙芝居やビデオ
も作られ子どもたち
に親しまれています。

4.伝統芸能 獅子舞
三重地区には、伝統芸能として
獅子舞が西坂部（御館）、東坂部、山
之一色、小杉の４町に継承されて
おり、「ふるさとウォ−ク」では各
町持ち回りで獅子舞が演じられて
います。

「ふるさとウォーク」（昨年度の様子）

※おさかべ（刑部）は古代三重郡刑
部郷（西坂部、東坂部、山之一色、
小杉）からの呼称です

「ミエちゃん」は三重地区
広報に昭和59年から連載
されている四コマ漫画の
キャラクターです。

足洗池

「ふるさとウォーク」での山之一色町の獅子舞
（昨年度の様子）

慈恩寺観音堂
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彼岸花の咲く道
（四ッ谷橋周辺）




